
尿たんぱくは 1+以上ですか？
貴院での経過観察・
診療継続をお願いします

腎臓専門医への紹介をご検討ください

eGFR 60未満 または 尿たんぱく １＋以上 の患者さんは腎臓専門医への紹介をご検討ください

― 紹介にあたってのお願い ―

□「広島県CKD病診連携紹介状」の使用をご検討ください。
□原則として、専門医療機関での治療終了後は、紹介元医療機関へ引き継ぎます。

ただし、免疫抑制治療や透析導入を要する場合は、専門医療機関での継続的な管理が必要となります。
□尿たんぱく/尿クレアチニン比を定量してご紹介ください。
□健診で指摘された eGFR の異常はご紹介いただく前に再検査をお願いします。

（絶飲食下では脱水により eGFR が低めに出ますので、自由飲水・摂食下でご再検ください。）
□可能な限り 血清クレアチニン値 または eGFR の経時的推移をお知らせください。

eGFRは 60mL/分/1.73㎡
未満ですか？

いいえ いいえ

はい はい

広島県 慢性腎臓病（CKD）病診連携 簡易紹介基準
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